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フィリピン福音自由教会（ＥＦＣＰ）

台風３０号（英語名ヨランダ）最新報告：２０１４年４月２１日

プリスコ・アロコッド師（ＥＦＣＰ会長）

ヨランダ台風の被災地のコミュニティーと人々にお仕えするための様々な機会と必要を

満たして下さる恵み深い神様の故に御名を讃えます。神様の臨在と愛を示す非常に素晴

らしい機会となっています。

重点的な６つの地域

前回、記した６つの町や地方自治体は、来年７月まで復興と地域開発が重点的に続けられて

います。その地域は、東サマール州のヘルナニ、バランカヤン、ギポルロス、セブ州のサンタ

フェ（バンタヤン島）、トゥデラ（カモテス島）、レイテ州のタナウアンです。

住宅プロジェクト

今年の５月まで続く予定です。その後は自立に向けたプロジェクトを中心にしていきます。今

日までに６００戸以上の住宅の修理、再建の援助がなされ、その内５６戸は新たに建設され、

１６戸は重大な損傷から修理復旧されました。他５２８戸はココナッツ材、釘、ベニヤ板、ト

タン板等の援助が与えられました。

完成した家



2

修復作業の手伝い

釣り船

右下の写真はエンジン付釣り船。現在、１０人の漁師のために２人に１隻ずつ５隻が使える

ようになりました。１隻７万ペソ（１６万円）します。各漁師は、漁獲高の１０％を船のため

に払います。各人が１万５千ペソ（３万４千円）、又は２人で３万ペソ払った時点で、このエ

ンジン付き釣り船が、彼らのものになります。支払われたお金は、さらに他の人々のために船

を購入するために使われます。左下の写真は、エンジンのないタイプの船です。１隻７千ペソ

（１万６千円）です。これも２人の漁師が使い、各人が２千ペソ（４６００円）、あるいは２

人で４千ペソ払った時点で彼らのものになります。このお金も同じように新しく船を購入する

ために使われます。
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サンゴ礁の魚養殖場

この養殖場は約４万ペソ（９万円）で作れ、２人の漁師が使います。これも各人が１万ペソ、

あるいは２人で２万ペソ払った時点で彼らのものになり、そのお金は新しい養殖場を作るため

に使われます。

水牛の飼育

水牛は農耕作業のために用いられます。この計画はメスの水牛を買い農民が育てて繁殖させ

るもので、母水牛が子供を産めば世話をした農民のものとなり、その母水牛は、他の農家に回

されます。この計画のゴールは、ゆくゆくは農民がみな一頭の水牛を所有することです。水牛

は、一頭２万ペソから３万ペソ（４万５千円～７万円）します。
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ツィネラス：自立の一歩

「ツィラネス」とは、現地語でサンダルの意味です。ＥＦＣのある牧師先生は牧師になる前

に、このサンダルの商売に関わっていました。その方は、いまサンタフェの人々に、そのサン

ダル作りを指導しています。１０人の人々を一組とし、９６時間の研修が提供されます。その

後家に帰り、３人でサンダル作り用ミシン一台を使います。出来上がった一足につき２５ペソ

（５７円）が支払われます。初心者は、一日約１０足を仕上げることができ、経験者ならば、

楽に２０足以上も仕上げます。現在５台のミシンがあり、１台の価格は約３万ペソ（７万円）

です。

プロジェクトの参加呼びかけチラシ     ゲリー師（緑のシャツ）から訓練を受ける

            ゲリー師による実地訓練                                        完成した製品
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精米機の修復

ヘルナニにあった唯一の精米機が完全に壊れてしまいました。これは、サム牧師の家の伝道

所の熱心な会員のご夫妻が持っていたものです。このビジネスを再開するための見積もり額は

約１０万ペソ（２３万円）です。

ヨナス・イシマエルさんと奥さんのエルジンさん、背景が壊れた精米機

バイク

東サマール州、バランカヤンのノエル牧師のためのバイク（左）レイテ州タナウアンのシン

牧師のためのバイク（右）が購入されました。
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ヘルナニ：家の教会から教会堂へ

ヘルナニの伝道所は、サム牧師の家で礼拝をしています。前回お知らせしましたが、教会員

の方が所有している近くの土地が売りに出されていました。感謝なことに１０メートルｘ１０

メートル（３０坪）のその土地を購入するために、その教会の献金も含めて８万５千ペソ（２

０万円弱）が集められました。現在、会堂建築の工事か進められています。    資金と資

材が与えられてこの建築プロジェクトがスタートでき、主の御名をほめたたえています。

（写真上） サム牧師の家の礼拝、祈り会に集まった人々

（写真下） 東サマール、ヘルナニの会堂建築工事
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伝 道

（写真） サンタフェの聖書研究のグループ、礼拝はまだ始められていません。

（写真） タナウアンの未完成の会堂と礼拝出席者たち
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被災地に届けられた救援物資と様々な機器

  （写真）ハンドトラクター等の農作業機器                            （写真）建設資材

  （写真）プラスチック製のイス      （写真）英語、セブアノ語、ワレイ語の聖書

（写真）日本国際飢餓対策機構からの様々な物資
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感謝（サム・アベリア牧師からフィリピンＥＦＣの私の所に送られたもの）

① ガヨ牧師が奉仕している東サマール州のサンマテオ教会が祝されていて、会堂の増築を予

定しています。ビニー兄という青年がボロンガン教会のジャスティン兄と共に主のみ旨で

あれば、４年後にはこのサマール州に神学校で訓練を受けた２人の若い働き人が与えられ

ることになります。

② ヘルナニ教会の開拓は、私の新たな奉仕となり、これから成長していくと思います。現在、

日曜礼拝は３５名、祈り会は２０名の平均出席です。

③ ノエル・カバ二ラス牧師とゼレン夫人がメイドロンとバランカヤンの開拓を始めました。

ニロ・オカナ牧師とエリロウ夫人は、家の修理がまだ終わっていないのでギポルロスの働

きを始められていません。

④ 毎日、多くのココナッツ材がチェーンソーで切り出され、地域の人々に役立っています。

一つのチェーンソーはボロンガンにあり、他の２つはここヘルマニに有りますが、その内

の一つは近くギポルロスに持って行くことになりました。

⑤ 多くの家々では、まだ電力が回復していないので、あなた（アルコット師）とカート師が

持って来て下さった発電機がずっと役立っています。バランガイがディーゼル燃料やオイ

ルメンテナンスの供給をしてくれています。

その他の感謝と祈祷課題

① シルベリオ兄（レイテ島タナウアン出身）も６月からセブ島のＥＴＣＰバイブルカレッジ

で学びを始めます。彼は台風の中で２人の子供の命を救ったことが、以前の報告に書かれ

ていいた青年です。彼は今、タナウアンのシン牧師を手伝っています。４年間の学びの１

年目の学費を支援してくれる人を起こしてくださった主を讃えます。

② ＥＴＣＰバイブルカレッジのインターン生、ニコ・ミゲル兄が今月から１０ヶ月間、カモ

テスに派遣されます。開拓伝道だけではなく、この地域の復興、開発のための働きもある

ので知恵と力が与えられるよう祈りのサポートが必要です。彼はＥＦＣの牧師であるグレ

ッグ、カーメリタ・ミゲル夫妻の息子です。

③ ５月１０～１７日、アメリカのオレゴンにある教会から建築チームがタナウアンに来て、

会堂建築を完成してくれることになっています。 感謝です！

④ 災害復旧委員会に神様からの知恵と導きが与えられるように、ヤギ、牛、豚の各飼育プロ

ジェクトや農業用器具や資材（ハンドトラクター、鋤、種、肥料、噴霧器、など）の購入

等様々なことを決めなければなりません。

⑤ 非常に疲れている３人のコーディネーターとその家族に休みの時が与えられるように。５

月５～８日、セブ市に滞在し休みとそれぞれの地域の問題やこれからの取り組み方につい

て話し合う時が持たれます。８日～１０日には、シボンガのバトキャンプ場で開かれるフ

ィリピンＥＦＣのビサヤス地区の総会に出席します。この３人はサム・アベリア師（サマ

ール）、ディオネシオ・シン師（レイテ）、クリス・アシロム師（セブ）です。


